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相模 湾 にお け るSediment-Water lnt ｅｒｆａｃｅの
目視観測と底生有孔虫類の飼育実験

北里　 洋゛l　大鋸朋生＊1

淘 庭 表 層 部 の 動 態 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し て ．「 し ん か い2000 」 に よ る 潜

航 調 竃 を 行 っ た ． 調 在 は,  Sedir ・alt- ＷａｌｅＴ ｌｎtｅｒｌｇ ｅ の 目 視 観 察 ， 衂 生 有 孔 虫 黷 の

生 鯛 調 査 ， 微 小 瘧 生 生 物 の 及 場 培 養 実 験 を 行 っ た ． 飼 査 結 果 は 次 の よ う に ま と め ら

れ る ．

Ｉ ） 潜 航 海 域 の 底 質 は ， 貴 桐 色 を し た泥 で あ る ． 泥 の 裏ｉ は ゴ カ イ や 有 孔 虫 など

の 底 生 生 鴇 に よ っ て よ く 腕 拌 さ れ て お り ， や わ ら か く ， 合 水 軍 がｇ い ． 海 底 の 酸 化

層 の 厚 み は2 －3em で あ っ た ．

２ ） 底 生 有 孔 虫 飢 は10 平 方 セ ン チ 当 たり ，1600 か らl 肺0 詞 体 ， 生 息 す る ． 産 出 眩

戡 は21 屆23 稻 で あ り ， 酸 素 極 小 層 に 留 通 に 見 ら れ る 群 集 で あ る ． 垠 稙 物 中 で は ，

12cm の 深 さ ま で 分 布 す る ． 有7L 虫 剣 は 堆 碵 勧111 で 住 み 分41 て お り ． 表 層 部 に 生 息

す るShal 】・,ilnla ｕｌａ と ，2 －3cm 以７ の 深 鳩 郤 に 生 息 す る Ｄｅｅｐｌｎｌｌｏｌｌ が い る 。

Shallow 11111na は 生 細 胞 を エ サ と し て 好 み ，De 邨llfauna は ， 古 い 有 機 物 を 好 ん

で 摂 取 す る ．

３） さ ま ざ ま な 培 地 を 入 れ た ， ス テ ン レ ス很 の 布 孔 虫 現 場 培 養 装 置 を 両 底 ス テ ー

シ ョ ン0BB2 の 脇 に 設 置 し た ． １ 乎 枝 に 回 収 し ， 右 孔 虫 が ど の 培 地 に 再 加 入 す る

の か を 調 査 す る ．

In  situ observation of Sediment-Water  Interface and culture

experiment  of benthic formainifera at Sagami  Bay

Hiroshi K1TAZATO*2  Toroowo OHGA*2

For  the purpose  to understand  the dynamics  of Sediment-Water  Interface

beneath  ihe sea, dive 591 was  done  using submersible  "ShinkaS  2000". Direct

observation  of  sediment-water  interface, ecological  itudy  of  benthic  for*

mainifcia,  and  in-situ culture experiment  of niciobenthos  were  put in practice

during  the diving cruise.

Results arc as follows.

1) Bottom  sediment  is yellowish brown  mud.  Sediment  surface is well mix-

ed  by  bent hie animals  such as polychaeia  or foraminifera, and  thusfar is very

soft. Water  content is high in the suriicial pait. Oxygenated  layer is 2-3 em

thick within the sediment.
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2) Population  densities of benthic foramtnifera are 1600-1800  individuals/10

cm2  at diving area. 23  species belonging  to 21 genera  are identified from  the

core  samples.  Foraminifers  live 0  to 12  em  within the  sediment  They  show

habitat segregation  within  the  sediment.  Shallow  infaimal species distribute

0-2  cm  within  the  sediment.  Deep  infaimal  species live deeply  within  (he

sediment,  below  2-3 cm.

3) Culture  instrument  with bottles having  different kinds  of substrates was

settled near  Ocean  Bottm  Station  "OBB2",  Repopulation  of  meiobenthos

may  be  occurred  on  the bottom.  Instrument  shall be  recovered  iri November

25,  1992,

１． は じ め に

地 球 温 暖化 問 題 に 関連 し て， 余 剰C02 のsink

と し ての 海 洋 の役 割 が 重要 視 され てい る 。海 洋 と

大 気 との 闘 で 。 どれ くらい 二 酸 化炭 素 を交換 して

い る の か ？　 取 り込 まれた 二敵 化 炭 素 か 有機 物 貲

あ るい は 無機 物 質 の形 で， ど の よ うに し て海 洋 表

層 か ら除去 され， 海底 に 沈 降 し てい く の か ？　 沈

降 し た有機 物 質は 海底 でど の よ うに消 費 され る の

か ？　 とい う，炭素 に 注 目 し た海 洋の 物 質循環 遇

狸 の研 究 が こ の問 題 を解 く鍵 に な っ てい る 。

最 近の 海 洋 科学は ， 海中に お け る物 質移 動 の実

駟 を明 ら か に しつ つ あ る。 そ の 概 略 は こ うで あ

る 。 海洋 表層 に溶け 込 んだ 二 酸化 炭 素は 。 光合 成

能 を持 っ た 表層 の 一次 生 産者 に 取 り 込 ま れる。 一

次 生産 者は ， コペ ポ ーダな ど の高 次 生産 者 に よ っ

て捕 食 され て糞 粒 とな り表層 から 除 去 さ れる。 ま

た袙 食 され な かっ た ものは ，死 後， マIJ ン スノ ー

とな って 水柱 を枕 降 す る。奨 粒 やマIJ ン スノ ーな

ど の粒 子 状 有 機物 （ＰＯＭ） の 多 くは ， 水 柱 を 藩

ち てい く途中 で溶解 し たり ， バ クテIJ アな どに よ

る 袙 食に よ って分 解 されて し まうが ， 一 部は そ の

ま ま 海 底 に 到 着 す る 。 海 底 表 層 部(Sediment-

Ｗａtｅrlnlerface ｝ で は ， 各 種の 底 生 生 物 が 沈観 し

て き た ＰＯＭ を消 賞 し。 生 命 活 動 を 維 持 し て い

る。 ま た， 有 椴 物 の 一部 は 堆 積 物中 に 固 定 さ れ

る。 こ うい っ た有機 物 質の洫 れ を海底 表 面 で律 速

し てい る の は,  Sediment-Water lnlel･lace に お け

る 生 物 活 助 で あ る ｛McCIIl and Tevess. ｝982 ；

Ro ｗe and Deming, 1985) 。 底 生有 孔 虫頬 は バク テ

リ ア とと もに 沈 降有機 物 貿の 海 底 での 一 次 消費 軒

と して 爪要 な 役 割 を果 た してい る こ とが 知 られ て

お り(Snider cl al.｡1984 ； Ｇｏｏｄｌy,1988 ； Tbiel et

al.,1989/199｛｝；Altenbac1,1992 ）｡ 有孔 虫の生物

活性 を知るこ とはSediment-Water Interface の劼

態 を理解 する第一歩にな る。

Sediment- Ｗａtｅrlntｅｒfaceの動 態は， 主に 浅梅

域で 研 究 され， 理解 か進 んだ。Rholds （1974 ）

は， 浅海域泥 庭のSediment-Water Xnterfaee の研

究 を行い，底生生物 が堆積物の表層部の構 造を作

り出すこ とに強く関与して いるこ とを明ら かにし

た。 また， 表層から の沈降粒子はそ の98 ％がjl 裁

物 になるこ となしに再浮上するこ と， 有機物粒子

の沈降・堆積過程では，バクテリア や底生生物に

よ る消 費が大 きい こ とを示 した。R・ｗｅ〔1974 〕

は 深海におけるSedilnelt-Walc ｒ lntｅrlaceの助 態

につ い て ま とめ，Rhoads （1974 ） と同様 の結 論

を 示 唆 し て い る。 ま た, Rowe and Deming

（1985 ） は， 深 海 のSediment-Wat ｅrlntｅrface に

おけ る有槻物 の清費状況を定最し， バクテリアを

主体 とした微小底 生生 物が ＰＯＭ の約90 ％を消 費

しているこ とを示 した。 しか し，堆積物喪層 部の

構造 と堆積相 が，堆 積鳳境復元の観点 からよく研

究 さ れて きて い る 反ili，Ｓｅｄｊｍｅｎt-Wat・r lnter-

face付 近の物 貿移助 の実態は今 だに明 らかにな っ

てい るとは言 えない。

本研究 の目 的は>  Sedi・enl-Water Interface の

動態 を明ら かにするこ とにあ る。潜 航調査 （djｖe

591 ）で は, 1)  Sediment-Water llle ｒfal=ｅの徴膕

構造の目視観察， ２）海底表屑部に生息 する掫 小

生物 （右孔虫頬）の分布調査お よび採 集と飼育，

３）現場培餐装戳に よる有孔 虫の再加 入実験， を

行 った。 本報で は，調査の概要 を瓠告 するととも

に，Se（ｌｊｍｅｎt-Ｗａtｅrlntｅrlaceの観察結 果につい

て記述する。



２．潜航の概要

潜航調査（ｌ 航番号，591）は1991年11月27 日

に行った。潜航地点 は北緯35度00.5分，東経139

度22.0分付近で，水繰1450m の相模湾中軸都であ

る（第１図）。潜航の経過はルートマ ップとして

第２図に示した。

潜航は，まず。東京大学海洋研究所海底勧理部

門が設置した海底ステージ・ン. 0BB2 設置地点

を目指した。右孔虫の現場培餐裟置を海底に設置

し，一定期間経過後に確央に回収するためには，

はっきりした目似のそばに装置を・ く必要がある

からである。潜水艇は相模トラフ中柚部東側斜面

の1450m 地点に着底した（地点１）。底質は泥で

あり，底而には多毛頤の植管が林立していた。碧

底後，ソナーに反応がでた，南東方向に向けて航

走を開始し。約20分後に ＯＢＢ２に到着した（地

点２）。海底ステーションは，トランスポンダー

が立った一辺110cm のコンクリート製の台である

（瀬川・藤本｡1988 ）。「しんかい2000」 をステー

ジｉンから５ｍ雌れた所に着座させ。現場培養婆

置を海底に釵いた。 ５ｍは，潜水艇の視野の端に

は100 万 分 の１梅戚地形図、ｎ０.6313 を 用いた。

Fig, I　Map showing al･ ｅａ studied. Black circle indi-

cales diving ｓile、 Map ｕsed iｓ bathyｎｌｅtric

chart no.  6313 published by Maritinle Safely

ＡＳｅｎｃy･

201

図２　 潜航ルート詳細図。搬丸は，作 桑地点を示す。

Fiy. 2　 Ｃｃｕrｓe cf lhe sｕbmel･ｓｉＵｅ cruise, Dive 591.

81ack cil･cles s】10w 1)oinlｓ wherｅ samples ｗel･e collected.
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かすかにステーションをとらえることのできる距

離である。この地点では，海底を観察しながらコ

アを２本採集した。その後，マニピュレーターで

現場培餐装置の囗を開け，有孔虫の加入央験を開

始した。実験装置および爽験の内容については，

第４章で述べる。

ｎ時55分，0BB2 から爾東方向に向けて航走を

開始した。海底を観察しながら廁束方向にゅっく

りと走り，12時28分に，海底の微細摺造を観察す

るために着底した。地点６である。海庭の目観観

察を行い，また，マニピュレーターで溝を掘って

海底表層部の断面を収察した籤，１本のコアを採

泥した。

13畤20分，再ぴ，航走を瑚始した。海底観察を

行いながら，ゆっくりと南東方向にすすみ，14時

09分に樗ぴ盾底（地点10）。そこで，３本のコア

を探泥し，有孔虫飼育用表層泥を採築箱に採集し

た後，14時45分に離底，浮上した。

潜航中の観界は３・ で比較的良く。底哂水の流

向漉速は3（r方向に約0.3Kt であ｡つた。

３．堆積物表面の目観観測

ｉ）堆裁物表面の景観について……調査地点の

底貿は，表面が黄褐色を呈した泥であった。泥の

表面は底生生勧がよく耕されており，空隙車力t高

く。ほくほくとしている（写真３）。堆積物表・

は凸凹しており，高さ戮cm 程度の起伏が見られ

る。EI 晧には径3 －4eyｌ のcral・ｒ状の穴があ

り，そこには10●・ くらいの太さの多毛矧の棲管

が，-･つのへこみに１つずつ，たれさがっている

（写真４）。凸になったところには太さ2  ― 3 k。

の多毛哨あるいはブロチスタの棲管が多薮立って

いる。大型の表生生物は少なく，クモヒトデがＩ

平方メートル当たりｌ匹の割合で分布しているに

過ぎない。堆硫物表面に見られる景観は，潜航し

た範囲では変化がなく，比叙的一様である。

この堆積物表面の景観は。三細海底谷に潜航し

た岡田・大塚（）986）の，1010●T富籤の深さにお

ける堆積物表ｉ の記職と顫似している部分があ

る。徑３－４ｃ・ の巣穴がある点である。一方，

岡田・大坂0986 ）の記載では，水深930ni付近

の堆和物表而には多数の微小な孔があいている

が，このような孔は本琳航地点では見られない。

本潜航が1450m であるの に対して，岡田 一大塚

（19魴）の潜航が1000m 前後であることを考える

と，両地点間で生息，分布する底生生物の群集組

成が遼っている可能性は嵩い。したがって底生生

物によって作り出される堆積物の景観が異なって

いる可能性がある。今後，さまざまな水深・海洋

環椏の海底表層部を破察することにより。堆積勧

表而の景観についての理解が深まるに違いない。

ii）堆積物断 面の 記載……i尼の表面の黄褐色

は，堆積物中の鉄分が酸化した色である。この色

は堆積物中でねずみ色をした屑に漸移する。この

鰒分の酸化した嵋が巌化屑であり，厚みは，２－

３ｃ『・であった。酸化層の厚みは水平方向であま

り変化せず，マニピａレーダーでトレンチを掘っ

て，断面を顫察した数10cm の範囲でも，コアを

採集した釣ｌｋｍの範囲でも，２－３Ｃｍと一定し

ていた。

iii）堆秘物の物性，硬さの変化，含水率……堆

積物の表ｊ はやわらかい。しかし，サラサラでは

なく。粒子li･に粘性があり，粘る。したがって，

コアを差したり，培養装置を設置する際に堆積物

に接触すると，堆積物衣面はトウフあるいは寒天

ゼリーをゆすったときのように震える。ただし，

表面の泥はあ まり舞い上がらない。

マニピュレ ーターでコアを差した畤の抵抗，お

よびコアを切り分ける時の感触では，堆個物は表

面８－９ｃ●がやわらかく，それより下位で徐々

に硬くなる。淡胥丸KT92- 2 次航海の際に測定

した堆積物内の含水率は，裟而で82％と高く，内

部に向かって低くなゐ（第３図）。含水率は8c ・

までは忽激に減少するが，それ以深ではゆっくり

と減少する。この含水率が変化する深さは，コア

を抑し込んだり，切ったりした吋に硬さが変化す

る深さと対応している。

４．底生有孔虫類の生態と飼育実験

潜航中，３地点で採泥を行い，底生有孔虫顛の

分布を鯛査した。潜航海域は，1991年以来，底生

右孔虫頌の経年変化 を覬測している定点である

（北里，1992）。したがって，本潜航でも，有孔虫

の剋年変化を剽査する一貫として，内径3.4cm の

プラスチ ックコアサンプラーに よる採泥を行っ

た。採泥は，リテーナー（＝コアキャッチャー）



図 ３　 潜 航 地 点 に おけ る 堆 積 物 中 の 含 水 率 の 変 化 。 献

科 はKT92-  2 航 海 の 際 に 探 築 し た 。

Fig.  3　Change of ｗａtｅr contents in the sediment which

wore ｃｏｌ】ｅｔted from diving ar ｅａ ａＯ ｈｅ Sagami

Bay.  Sample　w ａｓ　collected　during t ｈｅ

Ｔａｎｓぞi-maru  cruise. KT92-2.

眼実体顕微鏡を横倒しにしてマヨネーズ瓶越しに

行った。有孔虫細胞の観察は倒立顕微鏡を用い

た。

ｉ ） 底 生 有 孔 虫 顫 の 分 布 （ 第 ４ 図 ） … … 底 生 有

孔 虫 顫 の 分 布 調 査 に 当 た っ て は ， ロ ー ズ ベ ン ガ ル

に 染 ま っ た 底 生 有 孔 虫 顏 を ， 採 襲 当 時 生 き て い た

も の と し て ， 全 て 拾 い だ し 同 定 し た 。 ｌ コ ア

（10em2 ） 当 た り の 総 個 体 数 は ， 地 点 ２ で1884 側

体 ， 地 点 ６ で1565 飼 体 ， 地 点10 で1851 個 体 で あ

り ， 地 点ij の 差 は な か っ た 。

産 出 種 数 は21 槇23 挂 で あ っ た 。 右 孔 虫 辟 は ，

aj･I ｓ汕llldla 卯lid ｓ. ＧＩｏ鈿611111111jla衂i･■is. Botivi･

･lg 押ε哂lal. ７ａｌ･･jaｙ・ 鈿1陶 圜 畑,ｊ ぷ を 主 体 と し.

Ｆ 。－jJi りwo.  Sp. 1,  Fttrsenhoina  rohmdata,  Bclivitia

ボ ｓｓａ. ぴvigeri･16 spp. を 随 伴 す る ， 柬 北 日 本 太 平

洋 側 の Ｏｘyｇｅｎ Minimum Z ・ｎｅ 下 に 良 く 見 ら れ る

辟 集 （Ｍ ａｌｃｂａ.1976 ） で あ る 。 弟 ４ 図 に 示 す よ う

に ， 採 築 地 点 間 で 群 築 組 成 の 袤 化 は 少 な か っ た 。

底 生 有 孔 虫 顫 は 坩 裁 物 内 の 深 さ12cm ま で 分 布

す る 。 踟1111111a 戸1ぺ險 ｎ. Textrila 心imlcgattci･ ㎡ｓ.

Uuigcri･la ｓｐｐ. は 表 層Ic ・ 以 内 に 分 布 し,  shallow

i●laｕｌａ で あ る 。 一 方 ，GI 。&。1。ji。,i。ａ ａ芦･115.  G.

Ｓrj 芦 ａ.Cjlil 回 緬･lfjjｓ ovoiden は 堆 積 物 内 ３ ｃａ 付

近 を 中 心 と し て ， １ － ８ｅ・ の 深 さ の 範 囲 に 生 息

す る.  deep infa ｕｎａ で あ る 。Deep infaunal spe-

cieｓ の 分 布 の 中 心 は 深 さ 約3c 。 に あ り ， こ の 深

さ は 肉| 眼 観 察 に よ る 酸 化 屆 と 還 元 哂 と の 境 界 部 分

に 当 た る 。 最 近,  Bemhard 0992 ） は ア メ リ カ

・ カ リ フ ォ ル ニ アill で ， 堆 榊 物 表 層 部 に お け るll

隙 水 中 の 漕 存 酸 素 量 の 変 化 と 底 生 右 孔 虫 の 分 布 と

のll 関 を 研 究 し ，GI ，鈿&l,j,I。'I fun が 間 隙 水 の 溶 存

酸 素 量 が ゼ ロ に な る 深 さ （＝Redo ｘ Potential Di ｓ･

continuity : RPD) 付 近 に 分 布 す る こ と を 記 述 し

て い る 。 相 模 湾 に お け るGI ，i，61,111j,11,ａ・が･･lis の

jll積 物q ］で の 分 布 パ タ ー ン もBel･lh 。| （1992 ）

の 報 告 と 調 和 的 で あ り ， こ の こ と は Ｇ鴎 ぬ,li・j-

,la がJll 積 物 中 でRPD が ど こ に 存 在 し て い る の か

を 示 す ，E11-metel･ と し て 働 き 得 る こ と を 示| 麿 し

て い る 。

ii 〕 飼 育 に よ る 底 生 有 孔 虫 の 生 態 の 観 察 … … 海

底 で 底 生 有 孔 虫 頬 は 海 底 境 界ii に 沈 積 し た 有 臍 物

付 きの採泥管 とリテーナーなしの採泥管との２秘

類の管を用いて，堆積物表而が乱れているかどう

かを観察しながら行った。 リテ ーナーなしの採泥

管は，堆積物表而をほとんど乱さずに採 泥するこ

とがで きたが， リテーナー付 きの採泥管は，堆債

物表面 がIJテ ーナー郤分 を通遇する|顎に著しく乱

れた。 したがって， 本研究にはリテ ーナーなしの

採泥管による試科， ３ヶ所 ３本のみを用いた。試

科採集地点は地点 ２． ６，１Ｃである。

試料 は，潜航終了 後，「なつ しま亅 船 上で，表

哂よりl cil 毎に 切りわけ，50S 海 水－ エチルア

ルコ ールで有孔虫細胞を固定 した。固定試科は爽

験室に 持ち帰 り，0.5 ％ロ ーズベ ンガルを用いて

有孔虫細胞の染 色を行った。 染色試料は。 一鉦夜

水道 水に漬けて 弁色 したのち，254）ｍｅｓ】1（63μｍ）

のふるいで洗い，50 ℃で乾燥 させたのち， 検鏡に

倶した。

また， 有孔虫類の生態を観察するために，地点

10で表屑 の泥を採 泥し。そこ に含まれてい る布孔

虫顫を実験室内で飼育した。 深海生底生有孔虫の

飼管方 法は 北里0989 ）に した がい，70111 のマ

ヨ1･－ ズ瓶に堆硫物 と海水を入れ，冷蔵庫内で飼

育した。 飼育水温は ２－５℃であった。 飼育に当

たっては，いくつ かの種類のエ サを与え。 右孔虫

のエサに対する嗜好 を検討する実験を行う た。 有

孔虫の生態観察は北房｡0981 ）の方法により，双



●　 ＝　 二

図１　 底生有孔虫類の堆 積物内 の分布

Fltr. <1　Deplll distribution of benthic forgminifcra within lie sedime 齒t aa three

djfferｅ●1帥1111s.Sts.2,6.10.a101g lhe diving route.

を 消 班 ， 分解 し ている 。 有孔 虫 に よる 有 機 物 の 消

費獸 況 を把握 す るた めに ，本潜 航 で採 築 した 有孔

虫類 にエ サ を与 え て ，飼 育を 行 っ た。エ サは ， ク

リプ トモ ナ ス生 細 胞お よ び乾燥 クロレ ラ粉 末 を そ

れぞ れ 用い た。

有孔 虫は ， 種 類 に よ っ て異 な ったエ サ を好 ん で

摂 取 し た 。＆lioi,la 鈿 でびicｓ. FI･rｓljliｓijlasp l. な

ど のsballo ｗilfa ｕｎａ は ク リプ トモ ナ ス 生 細 胞 に

群 が っ た{ 写 真 ５} 。 一方,  deep infauna のGj 。ゐ。｡

61･lj･･li･ｌａ ａがil㎡ｓは 忙燥 クロ レ ラ を 好 んで 肭 費 し た

(写 真 ６) 。 この 実 験 結 果 は,  shall ・ｗ inlaitna と

deep m  fauna と は そ れぞ れ畏 な っ た食性 を持 っ て

い る こ とを示 唆 してい る 。堆 積 物 の表 面付 近 で ，

有 機物 は ，衣iaiに は よ り 新鮮 な もの が 存 在し ， 堆

積 物 内 に向 か っ て よ り古 い も の に な る と思 わ れ

る 。こ の こ と と表 面に 近い とこ ろ に生 息 する 有 孔

虫 が新 鮮 な 有 機 物 を選 択 的に 摂 収 し， 堆 積 物内 の

有孔 虫 は 古 い 有綴 物 を好 む とい う食性 の違 い とは

倒 和 的 で あ る。

iii) 孔 虫 の現 場培 養 装 置 … …2(》{}Om よ り 浅い

海 底 に 生息 す る 底 生 有 孔 虫 は 温 度 さ え制 御 す れ

ぱ，１気圧の条件下で飼育することがで きる( 北

里，1989 ； Weinberg. 1990)。しかし， もともと

200気圧近い水圧がかかった条件下で坐きていた

ものを１気圧で飼育，観察することは，自熱の状

頏とはかけ離れている。そのために。底生有孔虫

類が生息していた海底で.i{ 接，有孔虫を飼介す

ることを針画した。

培養央験は，有孔虫によるエサの選択性を理解

することを目標とした。そのためには，さまざま

な培地を用意しておいて，そこに決まうた種頚と

数の有孔虫を入れ。一定jlllll，飼育する方法か望

ましい。しかし，彳I･孔虫は徽小なために双場でマ

ニピ。レーダーで選別処理して創宵実験 を行うこ

とが錐しい。事前に有孔虫を採築しておいて。陸

上あるいは船上で選別したものを培地に移し，現

暘の海底におろす方法が次善の策として考えられ

るが，破|,･Eそして加jEという２回にわたる水圧の

変化を有孔虫に経験させることか欠点である。こ

のような問題点は，実験をすすめるにしたがっ

て，皃ｌ することが可能であるが，今回は，さ ま

ざまな培地を海底にI・ 置し。どの培地にどのよう

な右孔虫が加人するのかを観察 すること を通じ



て，有孔虫類がどのような有機物を嗜好するのか

を検討することにした。

爽験装置は写真１．３に示すようなものであ

る。装置はステンレス製の九いおかもちに４つ孔

をあけ，そこに異なった培地を入れた容量140ml

のマヨネーズ瓶をセ。卜できるようにしてある。

装置の直径は31〕c・。高さも30cm である。今回，

マヨネーズ瓶に用意した培地は次の４種類である

（写真２）。まず，KH91-6 次航海の際，1991年ｎ

月１日に定点で採集した泥を，マイナス80℃で急

速冷凍して生物を全て殺したもの。この泥には，

生きている生物はいないが。有機物は自然のまま

残っている。次は，現場の泥に乾燥クロレラを添

加して右機物量を増したもの。３番目は。現場底

質と|同じ粒径（平均粒径，64μ・）のガラスビー

ズ。これは有観物を全く含有しない人工培地であ

る。そして４番目は，凍結処理をした現嶋の泥を

マヨネーズ俶に入れ。その入り口をXX13  (網目

径90μjll）のプランクトンネ７卜でカバーして，

有孔虫力呷all入できないようにしたもの， を用意

した。マヨネーズ瓶の囗は，ｒしんかい2000』が

海庭に到着するまで蓋をしておき，海底で蓋を4S

度回転させて囗を闥けることがll¶来る。こ のよう

にして潜航途中で培地が流失することを防ぐよう

にした。

有孔虫の培養瀲への加入は日和見的方法に顫っ

た。 培蛙が入った培養瓶の口は海城より約10ｔｍ

上にあるので，そのままでは有孔虫は瓶に珊って

ｎ・てくる以外，瓶の中に入る方法はない。しか

し，相模湾では比較的頻繁にdeep sea stｏr,1が起

こっていることが予想されるので，多くの有孔虫

は，こういった嵐の際に･黔い上げられた海底表層

の泥とともに瓶の中に入ってくるものと思われ

る。央際，海底面より30cm ほど商い位置にある

海底ステーションの上面にも泥が積もっているこ

とは，深海の嵐が罐かに起っていることを示して

いる。

現場培養実験は1991年11月271EIに|周始した。実

験結果は, 1992 年11月25日に予定されている1992

年度の潜航時 に装置を回収した後で明らかにな

る。

５．ま　と　め

海底表層部の動態を明らかにする目的で，「し

んかい2000」によるSedimelt-Ｗａterlnlel･faceの

微細構造の目視観察と底生有孔虫頌の分布調査お

よび飼育実験を行った。底生有孔虫類は，バクテ

リアとともに海底表畷部における沈降有謖物の主

要な消費者である。　
。

１）潜航地域の底質は黄褐色をした泥である。

泥の表・ はゴカイや有孔虫などの庭生生物によっ

てよく攪拌されており，含水率が高い。海底の酸

化層の厚みは2  ― 3 emであった。この海底の景

観は淋航中。変わらなかった。

２）底生有孔虫頚は10平方c・ 当たり，160【】か

ら1800 個体の割合で生息 する。堆積物 中で は

12cm の深きまで分布する。有孔虫顯は堆積物中 ’

で住み分け ており，表層鉐に住むshallow in･

faunaと２－３ｃｍ以下に住むdeep  icifaunaとが

いる。 エ サを変えた飼宵 実験を行った結 果，

shallow infauna は生細胞を好みf deep infauna は

古い有機物を好んで摂取した。

３）ステンレス製の有孔虫現場培養装置を海底

ステージ・ンOBB2 の脇に設置した。用意した

４つの培地に有孔虫蛸がどのように再加入するの

かを爽験中である。この実験結果は，海底表層餅

の活性を理解する基礎データとなるとともに，さ

まざまな物貿を深海底に投楽した場合，海底がど

れくらいダメージを受け，その後どのように岡復

するのかを判断する際の，データにもなりうると

思われる。

鸛|　　 辞
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底ステージ・ンの正確な位置を教えていただくと
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写裏｜　 微小底生生物現場培養装置

PliOtO l　l･ Situ c111 ●re instrument １０r micrｅ-ald

mciobentfcos.

写 裏 ２　 飼 育 川 の マ ヨ ネ ー ズ 息 と さ ま ざ ま な 倍 地 。 Ａ

； 冷 凍 し た 現 場 の 泥 ， Ｂ ； 冷 凍 し た 現 嶋 の 泥 ，

ビ ン の 上 を プ ラ ン ク ト ン ネ フ ト で 覆 っ た ， Ｃ ；

忙 燥 ク ロ レ ラ を 添 力llし た 泥 ． Ｄ ； ガ ラ ス ビ ー ズ

の 人 工 培 地 。

Phot Ｑ ２　 Ｍａyｏｌｎａｉｓe bottle for c1111 ｕl･e and different

kinds 11 subslrale for i･ silu cultui･ ｅ ｅχpel･i，

11でnl.Ａ ；deep 】yfreezed 1111d collected ll･onl

lbiｓ ｓile. B:de ｔp 】y freexed mud.  Culture bol･

lle iｓ co､･ｅred l､･ith plank101 1el. C : dee 卩ly

lreezed siud added "with dried Chtorclla paw･

der.  D ； artificial m ｕ{j nlale from g13 ｓｓ

beads.Theirdiametel･s are 61 μIB ia a､･e｢･

ａｇｅ･

Ｐ｢oc. JAMSTEC Symp. Deep Sea Ｒｅｓ．(1992)

写 真 ３　 海 底 に 股 屁 し た 培 饗 装 置 。 ま わ り の 底 貿 は 潜

航 地 域 に 一 敗| こみ ら れ ゐ景 観 を 示 す 。 ３ － ４－

径 の ゴ カ イ の 梁 穴 が 敵 在 す る 。

Phalo 3　Culture instrument is ｓ老ttled on t●ｅ ｓぞa floor.

Landscape around the instrument sbews

叩pillar  feature al diving  area.  Lots QI

卯lychaele boles are scaUaj qn lhe s ｅａ floor.
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写 臭 ４　 海 底 表 面 の 徴 地 形 。 ３ － ４ｃ譱 径 の ゴ カ イ の 巣 穴 が あ り ， ま わ り の 凸 の 部 分 にlall い ゴ カ イあ

る い は プ ロ チ ス タ の 梭 管 が 立 。 てい る 。

Photo 4　Mie ｒolald ｓｃａＳ ｅｎ ｌｌｅ ｓｅs floor. Polychaete holes having 3-4 cn in dimetel･ are distributed

ｏｎthelloor.Fine lubes ｂy polychaeta ｏr protista arl densely bristcld o ● the upheaved parts.

写真 ５　飼青 実験 で与えたクリプ トモナス生細胞に 郢　 写真 ６　創 育央験 で与え た乾燥 クロレラを食べ て，繝

が る Ｆ。。,I柚‘。ａｓｐ１． とBativii。pucifica. 写　　　　 胞 が緑 色4こな 。た，Gj。鈿eliljl,li,I･affinis.写 真

奥の倍率は30 售 。　　　　　　　　　　　　　　 の倍率は30 倍 。

PIIota 5　Both F ｓyｓgli・j。g Sp. 】ｌｌｄ ＆1101jla徊ぐぴifl　Pholo 6 G 嚇 幽IJi・lijla 41がI≫U preferred l のleed dried

leでdJivi ㎎ ｃｅＮｓ 01 CI㎡μ。。繝嶝ｓｓp.d・｢iftg　　　　　 ＣＭｌｌ？11a.Ｇ＆＆φ･治･i･10 cell charged  fro・

elllllrｅ ｅχperi mem in lhe labor1101'y ， Photo　　　　　dark br ｏs･11 10 green colours after when  they

magnitude:X  30.　　　　　　　　　　　　　　fed drfed Chi｡ 附119.Ｐｈｏtｃ magnitude : χ 30.

２０８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Proc JAMSTEC Symp. Deep Ｓｅａ Res. C 】992)
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